
とよなか市民環境会議ニュースレター    2000 年（平成 12 年）6 月号 （通巻 9 号） 

 

生ごみから花が咲いた 

生ごみ堆肥化実験プロジェクトでは、3 月から豊中市緑丘の清谷池公園の一部を耕し、市民参加のガーデニン

グとして花の栽培を行っています。 

昨年の 8 月から市役所食堂や大阪北生協、松下産業機器㈱食堂の生ごみを堆肥化する実験を行い、できた堆肥

をこの花壇に使っています。堆肥は成分分析を行い、豊能の農家や池田市の園芸高校、市内の畑など、いろいろ

な所にも実験的に使用していただいています。 

４月22日の花の植付け作業には豊中市花と緑の相談室の職員や子どもたちを含む地域住民約 50人が参加され、

マーガレットやポピーなどの植付けと水やりを行いました。色鮮やかな花々の成長をみなさんとても楽しみにさ

れています。 

とよなか市民環境会議のその他の取組みも、地域にじわじわと広がっていることを感じます。みなさんの身近な

ところにも美しい環境という花々が咲き始めるといいですね。 

 

＊生ごみ堆肥化実験プロジェクトの関連記事が P.5にもあります。 

＊この取組みは「町を花いっぱいに」と（財）国際花と緑の博覧会記念 

協会からの援助も受けています。 

 

生ごみ堆肥化実験プロジェクト  市民・事業者がクリーンランドに大集合 

生ごみ堆肥化実験プロジェクトは、資源循環とごみ減量のため生ごみや、剪定枝などの有機物を燃やさず、有

効利用できないかと、昨年 8 月に始まりました。成分が安定し、一定量の確保しやすい事業所の生ごみを提供し

ていただき、大型発酵機械による堆肥化実験を行っています。 

5 月１７・１８日には市民向け、企業向けの生ごみ循環フォーラムをクリーンランドで開催し、２日間で約２

００名の方にご参加いただきました。堆肥化機械の見学の後、生ごみリサイクルの現状などの講演が行われ、両

日とも活発な質疑が行われました。参加者の方にはモニター試用として堆肥も配布しました。どのリサイクルで

もそうですが、物の循環の輪と生ごみを取り巻く人の輪（和）を大切にしながら、生ごみリサイクルについて考

え、生ごみは資源だということを定着させていきたいと取組んでいます。   （高島） 

 

２月１６日 生ごみリサイクル講演会  要 約 

『循環型社会と生ごみリサイクル』 京都大学地球環境工学教授 内藤正明さん 

 ２０００年は循環型社会元年だと言われ、生ごみをメタン発酵させてエネルギーを取り出す装置をつくったり、

ごみを固形燃料にする施設ができたりしています。しかし、できたモノをどこで使うか決めないで技術だけ先行

して大きな装置を導入し、後で頓挫する例が多くあります。豊中市の生ごみ堆肥化がそのようになっていないの

は大変良いことです。 

 そこで今日は、循環できるものはできる限り循環させるのが原則であると言う前提に立ちながら、その具体的

な物質収支と経済収支を考えてみたいと思います。 

 日本が食糧・飼料を大量に輸入していることは、先進国の中でも突出しています。それは国内の廃棄物だけで

なく、地球規模で物質の偏在を生んでいます。日本はアジア地域の農産物貿易収支の 30％を輸入し、その結果、

相当の肥料成分が環境に蓄積され、水域の富栄養化を引き起こしているのです。このような歪んだ構造がまずあ

ります。日本全体を考えると、たちどころに循環は成り立たなくなります。 

一方、小規模な循環はどうかと言うと、これも経済的にはいろいろと難しいものがあります。都市圏に位置する

K コープは、郊外に設置したコンポストセンターで堆肥化をしています。でも、現時点では経済的な採算がとれ



ていません。その最大要因は、収集コストとコンポスト化装置の償却と運転費などで、それに見合うだけ堆肥の

売却益が得られないことです。収集・輸送が大きな課題であることを考えると、システムスケールを適切に決め

ることで小規模な循環を成り立たせることも可能です。 

 それと、法制度の問題もあります。日本のこれまでの社会は縦割行政のもとに所轄され、循環を結果的に妨

げてきました。しかし、今は急激に変わろうとしています。農水省と環境庁を事務局とする有機性資源の循環利

用に関わる協議会が設置され、私が座長を務めて昨年１１月に「有機性資源の循環利用の促進のための基本方針」

がまとめられました。循環型社会基本法も国会で論議されています。未知数の問題もありますが、循環システム

構築は日本で最大の緊急課題であることを考えても、事態が急速に変わっていくことに間違いありません。 

（文責・奥野） 

 



とよなか市民環境会議ニュースレター    2000 年（平成 12 年）9 月号 （通巻 10 号） 

 

生 ごみ堆 肥 化 実 験 プロジ ェク ト   世 間 話 に花 も咲 く！ 

 「土から生まれた物は、土に返したい」と、生ごみや剪定枝などをごみとして燃やさず利用できないかと堆肥

化に取り組んで、1 年経ちました。 

 私たちは、2 回の生ごみ堆肥化の実験を通してコストや場所の問題、かかわる人や機材、できた堆肥の利用先

の確保など、プロジェクトとして実験報告と提案をまとめました。いろいろと解決しないといけないことがたく

さんありますが、これからも私たちは、ごみを資源として良い堆肥を作るということも一番の目的にして取組ん

でいきたいと思います。 見学会で配布しました堆肥は、「花つきが長い」と好評です。どうしたらたくさんの

方に使っていただけるか考えております。 

 また、花いっぱい運動の清谷池公園では、猛暑の中、地域のメンバーが水やりなど花の世話を続けています。

一切肥料は使わず、生ごみ堆肥だけのガーデニングですが、ばらの季節だけでなく花を見に公園に来られる方も

増え、そこで世間話に花も咲く今日この頃です。 

 お近くの方、秋の花壇の準備作業を計画しております。また、あなたの力を貸してくださいね。 （高島） 



とよなか市民環境会議ニュースレター    2000 年（平成 12 年）12 月号 （通巻 11 号） 

 

生ごみ堆肥化実験プロジェクト   緑 化 奨 励 賞 受 賞 ！ 

 3 回目の実験(6～7 月)は、原田学校給食センターの協力で、調理くずと残菜を毎日 200kg 機械に入れて堆肥化

しました。センターでは、限られた予算の中でおいしくて栄養のある給食を子ども達にと作られています。けれ

ど、献立によっては残ったおかずの量も多少増えるそうです。現在の子どもを取り巻く食生活の実態やあり様を、

生ごみを通して垣間見た気がします。4 回目の実験(11～１2 月)も、原田学校給食センターの調理くずを使用し、

現在行われています。 

また 9 月には、桜塚小学校 2 年生の子どもたちと「土づくり」というテーマで、密閉バケツを使って一緒に土

を作りました。生ごみ、雑草、落ち葉など、入れるものによって出る水分量や、においの微妙な違いなど、子ど

もたちの書いた観察記録を読んで、豊かな感性に触れたように思いました。そして、9・10 月と第一中学 

校の 1 年生が、ボランティア体験学習でクリーンランドの堆肥や剪定枝の袋詰め作業を手伝ってくれて、彼らの

若さと体力をいただきました。 

堆肥を使った清谷池公園の花壇は、地域の方々に見守られ、この夏の猛暑にも負けずに、花が咲きつづけ、秋の

準備作業の予定日がなかなか立てにくいといったほどで、堆肥の肥料効果に驚きました。 

公園の花壇は、今年度「花と緑の街づくりコンクール」(（社）大阪府公園・都市緑化協会主催)において、団体

部門で緑化奨励賞をいただきました。また、ボーイスカウトの参加により、10 月 14 日に準備や花壇作りを行い、

ボーイスカウトの担当コーナーも出来上がりました。来春には、園芸高校の先生によるデザインのコーナーも予

定されています。生ごみの輪から地域の輪への広がりを感じています。   （高島） 



とよなか市民環境会議ニュースレター    2001 年（平成 13 年）3 月号 （通巻 12 号） 

 

掲載なし 



とよなか市民環境会議ニュースレター    2001 年（平成 13 年）6 月号 （通巻 13 号） 

 

「土と台所をつなぐ生命のかけ橋」     菅野芳秀さん講演 

－循環型地域社会をめざす長井市民の取り組み－ 

生ごみ堆肥化プロジェクトでは、2月 19 日、ステップホールで山形県長井市の菅野芳秀さんを招き、「生ごみ・

剪定枝リサイクル講演会」を開きました。 

第一部の講師菅野芳秀さんは長井市の農業者でレインボープランの企画開発委員長。循環型地域社会をめざす市民

の取り組みについて次のように語られました。 

現在、日本の土が弱っているのです。土が弱るということは、私たちの生命力が弱るということだと思います。土

は命だと言ってもいいと思います。土の中の世界というのは命の世界です。 

土が弱っているということは、土の中にある微生物が、ビタミンなりミネラルなりを出すそのパワーが、土のなか

でどんどん死に絶えつつあるということです。堆肥塚が農家から消えて 40年、化学肥料と農薬の体系の中で作物を作

り続けてきました。 

生ゴミを堆肥にして土に戻し、土を肥やして、土に依存する人たちの地域社会を組み立てるのがレインボープラン

の大きな動機でした。 

外国の農作物を食べることは、外国の土を食べていると言うことです。土の安全性を確認しないまま。土が命の源

だというのは、まさにそのことだと思うのです。 

私たちは生ゴミを仲人にしてレインボープランを育んで来ました。レインボープランとは、生ゴミを仲人役として

「土と命」「土と台所」との品格ある関係を取り戻し、町の人と村の人が一緒に土にかかわり、共に健康な作物を育む

「命と循環」を基調とするまちづくりです。        （要約 山本） 

 

第二部 パネル討論 

生ごみ堆肥化の展望と地域コミュニティの創造へ 

助言者 菅野芳秀さん 

パネラー  

生ごみ堆肥化プロジェクト代表 高島邦子さん 

豊中農事研究会代表 橋本忠男さん 

ローズビラ地域子ども会副代表 浜口雅子さん 

桜塚小学校教諭 浅野節子さん 

コーディネーター 茨木かず子さん 

地域、学校、農家などのパネリストによる討論がありました。中でも生ごみでつくった堆肥で実験をした農事

研究会代表の橋本忠男さんは、次のように話していました。 

「戦中までの農業は台湾から移入した豆粕を砕いて堆肥にしていました。その後、牛糞も使われましたが、牛

に輸入の牧草を食べさせていたので日本にない草が生えて来たりしました。堆肥はどんなものが入っているか成

分が大事で、ハウス栽培では塩分は絶対にだめです。次にビニールが混ざっていないことです。昨年は生ごみプ

ロジェクトの堆肥で米をつくりましたが、家族が今までの米と味が違うと驚いていました。 

化学肥料の畑では土が締まってきて足跡はできませんが、堆肥を入れた畑は、土が軟らかく足跡がつきます。

去年は 30 キロのジャンボ南瓜を作りましたが、今年は 40 キロのジャンボ南瓜にも挑戦できそうです。」 

橋本さんは「豊中市には農地が 110 町歩ある」と言っていましたが、菅野さんはそれを聞いて「半分の 55 町

歩あれば、41 校の小学校で毎日米飯給食するだけの米を賄うこともできます」と話していました。 

「市民共同の生命の源としての農地をこれ以上減らさないように、市民と行政と一緒になって努カしたい」と、

橋本さんからも思いを込めたことばが聞かれました。             （奥野） 



 

写真：豊中環境展での生ごみ堆肥で育てた野菜 



とよなか市民環境会議ニュースレター    2001 年（平成 13 年）9 月号 （通巻 14 号） 

 

ひと・人・hito  橋本忠男さん（豊中の農業を守って） 

このコーナーでは、地域や家庭など身近なところで環境に取組んでいる人を紹介しています。 

橋本忠男さん（６７歳）、畑の風と夏の太陽にさらされた顔。それでいてやさしそう。人に安心をあたえてく

れる顔。豊中農事研究会代表と聞いていましたが、名刺には農業委員と走井水利組合長の肩書きもあります。 

―戦前からの農業と化学肥料を使うようになってからの農業とを集会で話していたのが強く印象に残ってい

ますが…。 

「化学肥料が一般に使われるようになったのは昭和２５年ごろからでしたか。その後１０年余りしてわかってき

たのは、稲の粘り気がなく、わらに力がなくて風ですぐ倒れることでした。馬鈴薯も見かけは同じでも中に空洞

が出来ます。そんなことに気づき、土を肥やすためにれんげをまくようになりました」 

―れんげの効用は？ れんげ祭りはいつ頃から？ 種代が高くつくでしょう？ 

 「れんげをまくことを始めたのは１４年ぐらい前。その後れんげ祭りとして定着し、今年で第９回になります。

今使っているれんげは中国産で、日本の種だと根の深さが３０センチ位ですが中国のものは５０センチになりま

す。それを耕耘機ですき返すと、やわらかで非常によい土になリます。れんげは豆科植物ですから根に根粒もで

き、肥料としてもよく効きます」 

「れんげ祭りにしたのは公園緑地課からも支援を受け緑化の意味で行うようになったからで、周辺の学校５、６

校に呼びかけています。子どもが自然に親しむ意味でも、有意義な年中行事だと思っています」 

 ―子どもたちが畑にはいると土を踏みつけて固くなるのでは？ 

「土を踏みつけても、トラクターですき返すから心配ありません。むしろ最初に心配したのは畑にごみなど 

を捨てたりしないかでした。そのため２つのルールを決めました。ひとつはビニール袋を捨てない。もうひとつ

は飲み物のビン・缶を捨てないこと。実際にやってみると、みな行儀よくビニール袋の散乱はなかった 

し､飲み物も水筒持参でした。それに、れんげ畑は踏みつけられ草が寝てしまい、２ヘクタールほどの田んぼが

カーペットを敷いたようになります。もし空缶などが放置されてもすぐに目につきます」 

―生ごみからの堆肥を使った感想は？  

 「すすめられて１反に１００袋（７百キロ）の堆肥を入れました。普通の肥料は機械でまきますが、これは手

でまくしか仕方がない。力仕事が少なくなった昨今だが止むを得ません。息子の手を借り２人で４０分ぐらいか

けまき終えることができました。堆肥を入れた田は水を張ると黒い水になりました。水が土中に浸みこむのを待

ち、再び水を引き入れました。水の色を見るだけで堆肥がいかに多くの養分を含んでいるかよく分かりました」 

―生ごみ堆肥化実験プロジェクトが造った製品について、注文や意見は？ 

 「堆肥などで問題なのは、重金属の混ざっていないこと、成分がはっきりしていることが重要です。以前に近

くの農家で肥えた土だからと使ったところ、重金属が混ざっていたことがありました。そんなことになると畑の

土をすっかり入れ替えなければなりません。皆さんの堆肥は物がわかっているし、検査もしているから安心して

います」 

―塩分などは心配ありませんか。 

 「それは大丈夫。もっと塩分の多い化学肥料もあるぐらいですから」 

 話を聞く１時間がなんと短かったことか。（奥野） 



とよなか市民環境会議ニュースレター    2001 年（平成 13 年）12 月号 （通巻 15 号） 

 

大谷農園とコープ茨木白川店を見学 

生ごみプロジェクトメンバー18 名が 10 月 29 日豊能切畑の大谷農園と、最近堆肥化機械を設置されたコープ

茨木白川店へ見学に行きました。大谷農園は、昨年の春からプロジェクトの実験堆肥を何度か使っていただき、

堆肥を運んでその帰りに野菜を少し分けていただいたり、文字どおりのうかと顔の見える関係が出来ております。 

 夏に実験堆肥をトラックで取りにこられたとき、「みなさんで芋掘りにおいで下さい」とお誘いを受け、実現

しました。大谷さんの座敷をお借りして昼食後、いざ！農場へ！ 

 初めに、バスで移動したのは、だいこん畑でした。すくすくとのびた出荷間近の大根を 2 本ずつ抜かせていた

だきました。大きいのを抜いては喜び、選んだつもりが思ったほどの大きさではなかったから残念がり、童心に

返って楽しみました。自分が世話をしていないのにもかかわらず、収穫の喜びというのは格別です。 

 青々とした大根葉が、みるからに食欲をそそり、食べ方など料理談義も盛り上がりました。大谷さんはここに

堆肥を入れ始めて 2 年目、今年の出来具合いに自分でも驚いていると言われました。特産地に負けないぐらい大

根の肌につやがあるそうです。 

 次に芋畑に移動しました。お聞きすると、大谷さんご夫妻でたんぼ６反、畑７反の世話をされておられ、どこ

にそのパワーがあるのか不思議でした。前日の雨で地面がやわらかく、手分けしてどんどん掘りあげました。畝

幅がひろいからでしょうか、とても大きい芋が出てきては完成があがります。 

 最近は芋も小ぶりのが好まれ、大きいのは売れないそうです。思わず、大きい芋に同情してしまいました。掘

りあげ作業が一段落すると、三々五々バッタ捕りや雑草の中にあっても負けず元気なほうれん草を引き抜いたり

して、楽しいひとときを過ごしました。 

 美味しい空気と金時芋をお土産に帰途につきました（高島） 



とよなか市民環境会議ニュースレター    2002 年（平成 14 年）3 月号 （通巻 16 号） 

 

生ごみ堆肥でできた大根・おにぎり 

堆肥で育った大根の評判は？ 

生ごみ堆肥化プロジェクトは学校給食センターの生ごみを堆肥にする実験に取り組んできました。出来た堆肥

を使って豊能町や箕面市の農家が野菜を育てています。環境展でいろんな野菜を市民に頒布しました。山のよう

な大根も全部頒布できました。葉っぱも新鮮で、買った人々の評判も上々でした。 

生ごみ→堆肥→野菜→食物、の輪がつながりました。 

おいしい試食会に行列 

豊中農事研究会の橋本さんから、おいしいお米を 1 斗（1５kg）プレゼントして頂きました。環境展では、「ゆ

うの会」のメンバーの応援もあり、おにぎりを 300個作りました。 

おにぎりの試食会は初めての活動でした。行列が出来て試食会場はいっぱいになりました。食べた人は皆、「お

いしい」と誉めました。ラップやトレーを使わないで、メンバーの自宅の竹の皮を使い、その上に載せました。

市民も行政も事業者も皆一緒におにぎりを食べている様子に、「今年の環境展はいつもと違う」という声もあり、

うれしく思いました。その上、スタッフが飛び入りで竹笛のバックミュージックを流し、おにぎりのおいしさも

ひとしおでした。（浅井） 

堆肥づくりについてのアンケート 

また、環境展で堆肥の無料配布をし、同時に堆肥化についてのアンケートもお願いしました。その中の｢堆肥

化で困っている問題｣はグラフの通りです。1 技術情報、2 相談相手、4 悪臭・ウジ虫は私たちの努力で、かなり

解決できそうです。「くらしかん」などで定期的な講習会を開きます。是非お出で下さい。      

 

 

 

 

アンケートグラフ 

 

生ごみ堆肥化プロジェクト・花いっぱい運動 

柴原公園傾斜地の花壇づくりは筋金入り 

柴原公園は昔は近くの人に親しまれていた丘でした。今は公園として登録されています。地形が傾斜している

ので、表土流出が激しく荒れていました。  地元の人々が水仙を植えて水仙公園にして、皆が寄れる公園にし

ようということになりました。生ごみ堆肥化プロジェクトとしては、堆肥を提供し、地元の方と裸の斜面にプラ

スチックの廃材で、土留めをしました。１１月２４日は天気に恵まれ、地元の方と生ごみ堆肥化グループのメン

バーが集まり、一緒に整地作業をしました。５坪ほどの土地の中と周辺で作業をしました。 

誰が細かな指示をするわけでもなく、それぞれが、クワを振るう人、スコップで掘り返す人、根や草を選り分

ける人、小石を拾い集める人と自分でできることを見つけて働きました。このような労働は独りですれば苦役で

すが、みんなでやれば楽しみに変わります。 

一汗も二汗もかいた頃に、ジュースが配られてのどをうるおしました。豊中市には、整備が充分でない公園、

花がなくて寂しいちょっとした空地がありますが、そのような土地を花でいっぱいにしたいものです。それが生

ごみ堆肥化プロジェクトの「花いっぱい運動」です。（浅井） 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 4 月から豊中市が生ごみ堆肥化事業を始める

ので、生ごみ堆肥化実験プロジェクトも名称を変

えるつもりです。 

 今後も市とともに生ごみのリサイクルを推進

し、その運動を通じて町づくり・人づくりの輪を

広げたいと思っています。 

 

 

 

 

 



とよなか市民環境会議ニュースレター    2002 年（平成 14 年）6 月号 （通巻 17 号） 

 

緑と食品のリサイクルプラザオープン 
生 ご み 堆 肥 化 が 本 格 的 に 稼 動 
「緑と食品のリサイクルプラザ」――原田苗圃内に新しくできた生ごみ堆肥化施設の呼び名です。  

 ４月１２日午前１０時からの開所式には行政、市民環境会議のプロジェクト代表、地元の市民、市会

議員など７０人が参加し施設のオープンを祝福しました。一色市長、清水市議会議長、地元の奥田自治

会長とともに、生ごみ堆肥化実験プロジェクト代表の高島さんもテープカットに並び、参加者全員の「３、

２、１、ゼロ」の掛け声でテープにハサミをいれました。  

 開所式に続き、市長の手で機械のスイッチが入れられ、ベルトコンベアが走るのを眺めつつ堆肥が造

られる流れについて説明を聞きました。  

 この堆肥化設備の１日最大処理能力は、生ごみ１トン、剪定枝１．２５トンで、４基ある発酵槽で４

日ほどで発酵が進められ、その後１次熟成槽、２次熟成槽を経て４ヵ月後にはきれいな堆肥になる設計

です。 

 参加者は１時間余りの間、熟成槽の堆肥を手に取って臭いを嗅いだり…。地元の市民の方は「もし臭

気が漂うことがあればどこに連絡すればよいのか」などの質問もされていました。食品リサイクル法に

基づいて 

動きだしたこのリサイクルプラザのオープンが、食の資源循環の道を開く記念すべき日になることを願

いつつプラザを後にしました。      （奥野） 

 

 

 

 

 

 

生ごみ堆肥化から 

永続型社会の第 1歩 
豊中市では収集された生ごみをクリーンランドで 

焼却していました。一方、市民グループが、土から 

のものは土に返すという思いで、それぞれの家庭の 

生ごみをボカシバケツを使って堆肥にし、庭の剪定 

枝をコンポストに入れて堆肥にしていました。 

平成１２年にとよなか市民環境会議の中で、市民 

と行政・労組などとパートナーシップにより、市役 

所食堂の生ごみ、生協の野菜屑、剪定枝から堆肥を 

作るプロジェクトが始まりました。クリーンランド 

にドラム式の機械を据えて実験を繰り返しました。 

 植物の葉や実が地面に落ちて、土の中で分解し、 

それが吸収されて植物が育つ、という自然の循環が 

永続型社会の根幹です。食の循環の形で、豊中市が 

その第 1 歩を踏み出しました。 

 

豊中市の事業に 

引き継がれる 

 堆肥化実験により、臭いもなく、手で触ってもベトベトし 



ないいい堆肥ができたので、市が直営事業として取り組むこ 

とになりました。食品廃棄物規制法の対象になる給食センタ 

ーの生ごみと公園・街路樹・学校などの剪定枝が原料です。 

 

堆肥化プロジェクトが 

本格的にはじまる 

平成１４年４月 12 日に「緑と食品のリサイクルプラザと 

よなか」の開所式をし、最初は生ごみ３００kg/日で試運転を 

開始しました。発酵槽から臭いもなく、いい堆肥が取り出され、 

目下静かに熟成中です。納入業者は松下環境空調エンジニアリ 

ングで、同社の技術者が運転を指導し、不具合の手直しをして 

います。来年は生ごみ１トン/日になる予定です。 

 

できた堆肥は実験農地で 

おいしい野菜づくりに 

 従来、協力してもらっている実験農地は豊中市の橋 

本さん、箕面市の柳沢農園、豊能町の大谷農園ですが、 

リサイクルプラザの稼動により、継続して安定的な供 

給ができるようになります。お米の味がよく、とうも 

ろこしやさつまいもは甘く、大根の肌がきれいで評判 

も上々です。従来も環境展・クリーンランドフェステ 

ィバル・くらしかんバザーなどのイベントで頒布して 

きましたが、今後は継続的に安定して頒布できるよう 

になります。市民のみなさんも豊中市自前の原料でで 

きた堆肥を使った野菜などの農作物を味わって下さい。 

 

花いっぱい運動にも取り組む 

 豊中市生まれの堆肥を土に入れて、いろんな場所を花いっぱいにする活動もしています。清谷池公園・柴原公

園・くらしかん・さわ病院・大門公園・神埼刀根山線・豊南ことぶき会花壇など市内１５カ所で花が咲き誇るよ

うになりました。花と緑のネットワークのメンバーが地元も市民グループと協力して整地し、堆肥を入れました。

市民の手による手作りの花壇が市内に少しずつ増えていって、花いっぱいになればどんなにすばらしいことでし

ょう。 

 

食 の循 環⇒体の健康 

花いっぱい⇒心の健康 

おいしい農作物を食べて健康な体をつくり、身近に美しい花があれば、見る人のいやしとなって心の健康に役立 

ちます。 



とよなか市民環境会議ニュースレター    2002 年（平成 14 年）9 月号 （通巻 18 号） 

 

豊中まつり・花と緑のネットワークとよなか 

焼きとうもろこし＆スイカ 

今年は柳沢実験農場で、生ごみと剪定枝から作った堆肥を使って出来た、“ピーターコーン”とうもろこし１８０本

とスイカ２３個を販売した。 

 場所は去年と同じ市民会館の入口前であった。今年は大集会質で数々の催しが行われたのと、新エネルギー展が分

かりやすくて評判がよかったので、前をとおる人が多かった。 

 とうもろこしは収穫期間の関係で実が硬くなっていたので、焼く以外に一部はミキサーにかけ、コーンスープも作

った。スイカは全部切って売ったが、大きい小さいがあり、赤色の濃いの淡いのがあった。わざわざ小さいのを選ぶ

人もあって面白かった。 

 とうもろこしは炭火で焼いたが、焼く人は暑くて汗だくだくであった。匂いが人を惹き付けて焼くのが間に合わな

いで、待ってもらったこともあった。お祭りになると大人も子供に帰るようである。 

 記録的な猛暑の中で、とうもろこしは焼きたてを、スイカは冷えたのが求められた。手間のかかった熱いコーンス

ープの人気は今一つであったが、食材を残らず利用することが出来た。（花と緑ﾈｯﾄﾜｰｸ・浅井） 



とよなか市民環境会議ニュースレター    2002 年（平成 14 年）12 月号 （通巻 19 号） 

 

生ごみ循環と輪廻
り ん ね

転生
てんしょう

 

 緑の街路樹などの剪定枝、給食センターの食べ残しである生ごみを燃やさないで、堆肥にする施設が「緑と食品の

リサイクルプラザ」です。 

 ４月に投入を開始した堆肥が、９月には待望の熟成が完了しました。早速、近隣の方々、循環に協力して頂く農家

の方々など、市民の見学会をしました。堆肥化の講習会とともに堆肥の配付が始まりました。 

 名前も市民からの応募で、豊かで楽しい『豊肥（とよっぴー）』とつけられました。 

 人が食べた残りを堆肥にし、その堆肥が土の中で植物の栄養となり、成長した野菜を人が食べる。この自然の循環

は「持続可能な社会」をつくる基盤です。確かに、堆肥を作り、使っていると、土の中の微生物が可愛くなり、頑張

ってと言いたくなります。この微生物のお陰で堆肥が出来、土の中にも沢山の命があるのだと思うようになります。 

 ９月２８日の講習会に、法衣姿のお坊さんが参加されました。場所は堆肥を取り出して空になった 8 畳程もある熟

成槽の中です。その中でお坊さんの言われる輪廻転生は、生ごみ→堆肥→植物→食べ物→生ごみ という私たちが目

指している循環そのものだということになりました。一寸だけ悟りを感じたと言えるのかもしれません。 （浅井 正） 

 



とよなか市民環境会議ニュースレター    2003 年（平成 15 年）3 月号 （通巻 20 号） 

 

環境展・竹コップのお茶とおにぎり、蒸し芋のもてなしも 

２００２年の環境展は、１２月７、８日に市民会館で「現在から始めよう温暖化防止の行動を」をテーマに開い

た。来場者は両日を合わせて１２００人、特に１日目は雨天だったにもかかわらず昨年を上回る来場者があり一

応の成功だったと言える。 

 これまでの環境展と少し変わったのは、思いきってステージイベントを取り止めることで、展示部門のスペー

スを広げたり、色々な工作教室を設け、また時間を区切り童謡コンサートをおこなうなどの工夫を盛り込むこと

ができた点だろう。新しい取り組みのなかでは、公募した環境川柳が地下の会場に展示されたのも出色の一つだ

った。準備段階での苦労はともかく来場者を楽しませる展示であった。 

 とよっぴー（堆肥）で育てたお米のおにぎりに加え今回は蒸したさつま芋の試食もあり、竹コップのお茶のサ

ービスとともに来場者からは大いに喜ばれた。こうした実行委員会による心からのもてなしは、今後も環境展の

特色の一つになりそうである。 

 今後の環境展に向け、より充実した内容が期待されているが、特に企画について大胆な内容を一新する時期に

来ているなど意見も出され、来年は実行委員会を早期に立ち上げることが必要だ。すでに新しい議論も始まって

いる。 

 

 

花と緑のネットワークとよなか・大根丸ごとクッキング 

 くらしかん登録グループ７つが集まって、大根を丸ごと利用した試食会および大根について沢山の勉強をしま

した。大根はリサイクルプラザで出来た堆肥（とよっぴー）で愛情一杯に育てられて、みずみずしく、甘く、葉

は勿論、皮も全部頂きました。試食したものは、菜飯、大根とすじ肉の煮込み、五色なます、葉とちりめんの佃

煮、皮のカリカリ漬、福神漬風と、どれも素材が生かされ美味でした。 

 勉強したことは、 

①生ごみはリサイクルしましょう。生ごみは燃やせば、ただのごみに。しかし、土にかえせば循環する。 

②大根のルーツから始まり、品質、旬はいつか、良い大根の選び方、価格、輸入野菜の現状まで説明されました。 

③大根の葉・根の栄養および美味しい食べ方から効用まで幅広く教えて頂きました。 

 また、一度に沢山手に入った時にも役立つゆき届いたプログラムでした。２０人の定員のところ３０人の出席

がありました。若い人から年配の人まで申込みがあり、調理された人と試食しながら活発な質問が飛び交いまし

た。 

 くらしかんで７つものグループが、大根という一つのものを媒体としてのイベントは初めてでしたが、くらし

かんの人も大盛況でしたねと言ってくれました。近々、大根料理のレシピ集を発行します。 （山下早苗） 



 

 

 


